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(57)【要約】

【目的】入力音声の過渡的変化に対して追従性のよい符

号化を可能とする。

【構成】記憶復号部１９で過去の符号化出力から過去の

フレームの音声を復号し、その復号音声から線形予測に

より予測係数をフィルタ係数決定部１１で求めて合成フ

ィルタ２１のフィルタ係数を更新し、その合成フィルタ

２１を用いてピッチ励振源１３中のピッチ周期成分の候

補を選択し、その選択したピッチ周期成分と合成フィル

タ２１とを用いて現フレームの入力音声と対応する仮り

の合成音声を得、この仮りの合成音声と過去の復号音声

とから予測係数を求め、合成フィルタ２２のフィルタ係

数を更新し、この合成フィルタ２２を用いて符号帳励振

源１４中の波形ベクトルの候補を選択する。入力音声の

１フレームとしては、５～１０サンプル程度とする。

【特許請求の範囲】

【請求項１】音声信号を比較的短かいサンプル数を１フ

レームとして、フレーム単位で二つの励振源Ｂ，Ｃと合

成フィルタとを用いて予測符号化する方法において、１

フレーム前までに復号化した音声波形から予測して合成

フィルタ１／Ａ０を求め、その合成フィルタ１／Ａ０を

用いて、現在のフレームに対する上記励振源Ｂ中の励振

候補を決定し、その決定された励振源Ｂの励振候補を上

記合成フィルタ１／Ａ０に入力して現在のフレームの音

声波形を仮に合成し、１フレーム前までに復号化した波

形とその仮に合成した現在のフレームの波形とから予測

して合成フィルタ１／Ａ１を求め、その合成フィルタ１

／Ａ１を用いて現在のフレームに対する上記励振源Ｃ中

の励振候補を決定することを特徴とする低遅延符号駆動

型予測符号化方法。

【請求項２】上記合成フィルタ１／Ａ０と１／Ａ１との

内、正規化予測誤差の小さいものを選択して、上記励振

源Ｃ中の励振候補を決定するための合成フィルタに用い

ることを特徴とする請求項１記載の低遅延符号駆動型予

測符号化方法。

【請求項３】上記合成フィルタ１／Ａ０と１／Ａ１との

内、最終的に歪の小さくなる方を選択して上記励振源Ｃ

中の励振候補を決定するための合成フィルタに用い、そ

の選択符号を符号化出力の一部とすることを特徴とする

請求項１記載の低遅延符号駆動型予測符号化方法。
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